











































































































































































































































北 海 道 石 川 県 岡 山 県
青 森 県 福 井 県 広 島 県
岩 手 県 山 梨 県 山 口 県
宮 城 県 長 野 県 徳 島 県
秋 田 県 岐 阜 県 香 川 県
山 形 県 静 岡 県 愛 媛 県
福 島 県 愛 知 県 高 知 県
茨 城 県 三 重 県 福 岡 県
栃 木 県 滋 賀 県 佐 賀 県
群 馬 県 京 都 府 長 崎 県
埼 玉 県 大 阪 府 熊 本 県
千 葉 県 兵 庫 県 大 分 県
東 京 都 奈 良 県 宮 崎 県
神奈川県 和歌山県 鹿児島県
新 潟 県 鳥 取 県 沖 縄 県

















付け作業が終わった封筒を都道府県ごとに分類し箱詰めした（ 月 日完了）。 月 日か
ら刷り上がった質問紙と返信用封筒の封入作業を開始し（ 月 日完了）、 月 日に郵送
準備が整った 通の封筒の郵送手続きを行った。






データは ファイルに入力し、記述式回答は ファイルに入力した。 月 日か






通、東京都 通、神奈川県 通、静岡県 通、愛知県 通、大阪府 通、兵庫県 通、福岡




軒、愛知県 軒、大分県 軒）あった。これらを差し引いた質問紙の配布数は 部であ
る。獣医師調査では 人から質問紙が回収された。配布数 部を分母とした全体の回収
率は ％である。





























から質問紙が複数回収されたケース 件（それぞれ 人と 人から回収）については、表に
は 人分のみ記載した。
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年度獣医師と動物看護師のストレス調査実施報告（杉田）
表 年・ 年・ 年獣医師調査の都道府県別回収率
都道府県
年調査 年調査 年調査 回収率 回収率
配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率
北 海 道 ％ ％ ％
青 森 県 ％ ％ ％
岩 手 県 ％ ％ ％
宮 城 県 ％ ％ ％
秋 田 県 ％ ％ ％
山 形 県 ％ ％ ％
福 島 県 ％ ％ ％
茨 城 県 ％ ％ ％
栃 木 県 ％ ％ ％
群 馬 県 ％ ％ ％
埼 玉 県 ％ ％ ％
千 葉 県 ％ ％ ％
東 京 都 ％ ％ ％
神奈川県 ％ ％ ％
新 潟 県 ％ ％ ％ ％ ％
富 山 県 ％ ％ ％ ％ ％
石 川 県 ％ ％ ％ ％ ％
福 井 県 ％ ％ ％ ％ ％
山 梨 県 ％ ％ ％ ％ ％
長 野 県 ％ ％ ％ ％ ％
岐 阜 県 ％ ％ ％ ％ ％
静 岡 県 ％ ％ ％ ％ ％
愛 知 県 ％ ％ ％ ％ ％
三 重 県 ％ ％ ％ ％ ％
滋 賀 県 ％ ％ ％ ％ ％
京 都 府 ％ ％ ％ ％ ％
大 阪 府 ％ ％ ％ ％ ％
兵 庫 県 ％ ％ ％ ％ ％
奈 良 県 ％ ％ ％ ％ ％
和歌山県 ％ ％ ％ ％ ％
鳥 取 県 ％ ％ ％ ％ ％
島 根 県 ％ ％ ％ ％ ％
岡 山 県 ％ ％ ％ ％ ％
広 島 県 ％ ％ ％ ％ ％
山 口 県 ％ ％ ％ ％ ％
徳 島 県 ％ ％ ％ ％ ％
香 川 県 ％ ％ ％ ％ ％
愛 媛 県 ％ ％ ％ ％ ％
高 知 県 ％ ％ ％ ％ ％
福 岡 県 ％ ％ ％ ％ ％
佐 賀 県 ％ ％ ％ ％ ％
長 崎 県 ％ ％ ％ ％ ％
熊 本 県 ％ ％ ％ ％ ％
大 分 県 ％ ％ ％ ％ ％
宮 崎 県 ％ ％ ％ ％ ％
鹿児島県 ％ ％ ％ ％ ％
沖 縄 県 ％ ％ ％ ％ ％











軒が、 年調査では 軒中 軒が質問紙郵送後に宛先不明または閉院であると判明し
た ）。 年調査の報告ではこの件に関して、調査対象者の抽出の際に参照した タウン
ページの更新時期と調査実施時期に長期のずれがあることを理由の つに挙げた（杉田・入
交 ）。今回の調査では 年 月現在の動物病院欄を用いて調査対象者の抽出を行




都道府県 配布数 回収数 都道府県 配布数 回収数 都道府県 配布数 回収数
北 海 道 石 川 県 岡 山 県
青 森 県 福 井 県 広 島 県
岩 手 県 山 梨 県 山 口 県
宮 城 県 長 野 県 徳 島 県
秋 田 県 岐 阜 県 香 川 県
山 形 県 静 岡 県 愛 媛 県
福 島 県 愛 知 県 高 知 県
茨 城 県 三 重 県 福 岡 県
栃 木 県 滋 賀 県 佐 賀 県
群 馬 県 京 都 府 長 崎 県
埼 玉 県 大 阪 府 熊 本 県
千 葉 県 兵 庫 県 大 分 県
東 京 都 奈 良 県 宮 崎 県
神奈川県 和歌山県 鹿児島県
新 潟 県 鳥 取 県 沖 縄 県
富 山 県 島 根 県 計
年度獣医師と動物看護師のストレス調査実施報告（杉田）







初計画していた 年 月の調査実施時期から遡って か月前の 年 月から、調査対象
者の抽出作業に取りかかることにした。しかし、抽出作業は 年 月上旬に完了したもの





















件（獣医師調査 件、動物看護師調査 件 ））あった。しかし、過去の つの調査で用い
た都道府県と市郡規模を問う質問の無回答者数は、 年調査で回答者 人中それぞれ
人と 人、 年調査で 人中 人と 人であったことを考えると、この数（獣医師調査
）調査は当初 年 月上旬に行う予定であったが、諸々の事情により 月に行うことになった。その事










前章第 節第 項で用いた表 の獣医師調査の回収率結果が示すように、 年調査の全
体での回収率は ％で、 年調査の回収率 ％よりも低下している。今回の獣医師調
査の全体での回収率は ％で、 年よりもさらに低下している。 年調査の回収率を
基準に今回の調査の都道府県別回収率を見ると、 年調査と同様に甲信越・中国・四国地
方で低くなっている。 年調査を行っていない青森県（ ％）、宮城県（ ％）、
神奈川県（ ％）でも回収率低下の割合は大きい。一方、 年調査よりも回収率がや
や増加しているのは、山形県（ ％）、長崎県（ ％）である。 年調査と比較す























獣医師 または 動物看護師 でないことが判明した場合は、その回答データを解析対象








































実施時期 年 月 年 月 年 月
調査協力
依 頼
調査実施の前に葉書を郵送 なし 返送締切日の 週間前に督
促葉書を郵送
質 問 紙 印刷会社に依頼して作成 調査者が作成 印刷会社に依頼して作成








い と回答した人 ）の平均年齢は 歳（ ）であったのに対し














この結果、 人の回答者の内 人をデータ解析対象者から除外することにした。 人は
動物看護師であるかを問う質問に はい と回答しているものの、臨床経験が 年に満たな
い。他 人は同質問に いいえ と回答しており、さらに業務内容に関連した質問で 経験















大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）獣医師調査及び動物看護師調査の質問紙では、獣医師あるいは動物看護師であるかを問う質問に は
い と回答した人にのみ臨床年数を尋ねている。動物看護師調査で はい と回答した人の平均臨床経験
年数は 年（ ）であり、最短で 年未満、最長で 年であった。
）同一動物病院の動物看護師 人から返送されてきたケース 件の内 件は、 部とも質問紙の調査対象








問は、 獣医師 動物看護師 その他のスタッフ の項目別に数を記入する回答形式で
あった。獣医師調査では、 獣医師 （ 人中無回答 人）の項目にはほとんどの回答者が
数を記入してくれていたが、 動物看護師 （無回答 人）や その他のスタッフ （無回答
人）の項目には空欄という回答が少なくなかった。 動物看護師 の回答欄に と記
入している回答者や 動物看護師はいない と記載している回答者の場合は、その動物病院
に動物看護師がいないことが明らかである。しかし、 獣医師 の回答欄には数を記入して
いるにもかかわらず、 動物看護師 や その他のスタッフ の回答欄に無回答である場合











































































森正義彦・篠原弘章 心理学研究法 科学の本質から考える 培風館
…
開業医に必要な つのコミュニケーション サンダース ベテ
リナリー クリニクスシリーズ 動物病院の経営指針 インターズー
杉田陽出 安楽死の提示または説明時における獣医師のコミュニケーション行動調査 設問







杉田陽出・入交眞巳 ペットの安楽死に関する獣医師の意識調査 設問と解答分布 大阪商
業大学論集
杉田陽出・入交眞巳 獣医療コミュニケーションに関する 年調査実施報告 大阪商業大
学論集
鈴木淳子 質問紙デザインの技法 ナカニシヤ出版
